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古
い
お
話
を
、
と
い
う
事
で
し
た
が
、
約
五
十
年
前
の
、
不
思
議
な
事
実

を
、
記
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

そ
の
頃
、
私
は
今
の
、
キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
辺
り
に
在
っ
た
、
大
阪
市
交
通
局

病
院
に
、
勤
め
て
居
り
ま
し
た
。
あ
る
時
、
深
夜
に
、
開
腹
手
術
が
あ
り
ま

し
た
。
天
王
寺
に
居
た
外
科
医
二
名
は
、
タ
ク
シ
ー
で
来
る
。
私
は
天
満
市

場
か
ら
自
転
車
で
急
行
し
て
麻
酔
を
担
当
。
と
こ
ろ
が
、
タ
ク
シ
ー
は
病
院

の
、
指
定
業
者
し
か
使
え
な
い
、
と
云
っ
た
無
茶
な
時
代
で
し
た
。
麻
酔

も
、
エ
ー
テ
ル
を
顔
に
、
ぶ
ち
ま
け
て
い
る
様
な
や
り
方
で
し
た
。
麻
酔
器

は
ハ
イ
ド
ブ
リ
ン
ク
。
ド
レ
ー
ガ
ー
の
完
全
コ
ピ
ー
を
、
メ
ラ
が
出
し
た
物

を
、
昭
和
三
十
年
に
搬
入
し
、
そ
の
使
い
初
め
は
、
阪
大
の
助
教
授
が
来
ら

れ
た
の
で
す
が
、
挿
管
は
出
来
ず
、
マ
ス
ク
で
や
ら
れ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

麻
酔
器
は
そ
の
ま
ゝ
、
二
年
間
の
お
蔵
入
り
。
そ
の
後
、
私
が
本
務
採
用
に

な
り
、
市
大
の
水
野
教
授
外
し
て
も
、
大
丈
夫
で
し
た
か
ら
、
一
台
の
麻
酔

器
で
同
時
に
二
人
の
手
術
を
す
る
こ
と
は
、
再
々
で
し
た
。
そ
の
頃
、
天
理

よ
ろ
ず
病
院
が
開
院
し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
行
っ
た
同

僚
が
「
オ
イ
、
向
う
に
は
麻
酔
器
が
５
台
、
並
ん
で
た
ぞ
」
と
云
っ
た
の

が
、
今
で
も
頭
に
あ
り
ま
す
。 

ペ
ン
ト
レ
ン
は
、
サ
ク
シ
ン
が
切
れ
て
自
発
呼
吸
が
再
開
し
た
ら
、
放
置

し
て
お
け
ば
、
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ジ
ス
に
な
ら
ず
、
貴
重
な
薬
で
し
た
。 

 

閑
話
休
題
。
前
記
の
深
夜
手
術
の
最
中
、
外
廻
り
の
プ
レ
さ
ん
が
、
二
重

窓
の
内
側
の
磨
硝
子
を
開
け
る
な
り
、
「
あ
れ
っ
」
と
叫
び
声
を
上
げ
ま
し

た
。
し
か
し
、
後
が
続
き
ま
せ
ん
。
「
ど
う
し
た
」
と
声
を
か
け
ま
す
と
、

「
ま
っ
暗
で
す
」
「
ま
っ
暗
っ
て
何
だ
」
「
ま
っ
暗
で
す
」
こ
れ
は
尋
常
で

は
な
い
と
感
じ
、
「
北
野
は
」
と
問
い
ま
す
と
、
「
ま
っ
暗
で
す
」
「
大
阪

駅
は
」
「
「
ま
っ
暗
で
す
、
大
阪
中
、
ま
っ
暗
で
す
」
「
何
で
ウ
チ
だ
け
灯

い
て
る
ん
だ
」
何
か
不
気
味
に
な
り
、
早
く
手
術
、
終
わ
ろ
う
、
と
い
う
始

末
の
一
夜
で
し
た
。
皆
が
帰
宅
す
る
頃
に
は
、
街
も
明
る
く
な
っ
て
居
ま
し

た
。 そ

れ
か
ら
一
週
間
程
し
て
、
電
気
の
専
門
家
が
患
者
で
来
院
し
ま
し
た
。

そ
の
件
を
話
し
ま
し
た
。
「
何
で
、
ウ
チ
だ
け
電
気
が
灯
い
て
い
た
の
か
」

「
当
た
り
前
で
す
わ
、
Ａ
級
で
す
か
ら
」
「
エ
ッ
、
一
体
そ
の
Ａ
級
と
い
う

の
は
何
の
事
」
「
そ
れ
は
ね
、
以
前
、
米
軍
が
大
阪
を
占
領
し
た
時
に
、
北

野
病
院
は
、
ウ
チ
が
使
う
、
絶
対
に
停
電
を
さ
せ
る
な
、
ア
メ
リ
カ
人
は
死

ぬ
ま
で
、
停
電
を
知
ら
ん
の
や
」
と
命
令
さ
れ
た
ん
で
す
わ
。
も
し
、
停
電

な
ん
か
さ
せ
た
ら
、
死
刑
か
判
ら
ん
時
で
す
わ
、
だ
か
ら
、
電
源
は
三
系
統

を
入
れ
た
ん
で
す
わ
。
そ
れ
で
序
に
、
隣
の
ワ
シ
等
の
病
院
に
も
、
線
を
引

い
た
ん
で
す
わ
」 



 

云
わ
れ
て
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、
大
阪
市
電
気
局
病
院
と
い
う
字

が
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
、
あ
る
病
院
で
し
た
。 

事
業
主
病
院
と
は
、
他
に
鉄
道
病
院
、
逓
信
病
院
が
あ
り
、
そ
の
職
場
の

従
業
員
し
か
診
な
い
と
い
う
、
特
殊
で
家
族
的
な
病
院
で
し
た
。 

大
阪
市
が
赤
字
再
建
団
体
に
な
っ
た
時
、
赤
字
病
院
は
潰
せ
と
、
自
治
省

の
命
令
で
昭
和
四
十
三
年
に
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
赤
字
は
、
年
間
一

億
で
し
た
が
、
人
件
費
も
年
間
、
一
億
で
し
た
。
500
ト
ン
の
捕
鯨
船
、
一

隻
が
四
億
の
時
代
で
し
た
。 

Ａ
級
の
件
で
す
が
、
当
時
の
日
本
は
今
の
北
朝
鮮
と
同
じ
で
、
電
気
は
停

電
だ
ら
け
、
三
日
間
位
の
停
電
も
よ
く
あ
り
、
五
十
ボ
ル
ト
送
電
が
通
常
の

時
代
も
あ
り
ま
し
た
。
石
炭
不
足
も
ひ
ど
く
、
通
学
列
車
も
、
例
外
で
な

く
、
一
日
の
本
数
が
半
分
に
さ
れ
、
一
番
列
車
で
行
っ
て
も
遅
刻
、
最
終
授

業
ま
で
教
室
に
居
る
と
汽
車
が
無
く
な
り
帰
宅
不
能
。
次
に
は
更
に
状
況
悪

化
、
二
ヶ
月
間
の
休
校
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
米
軍
専
用
列
車
を
通
す

た
め
に
、
単
線
の
山
陰
本
線
で
は
、
四
時
間
位
も
列
車
は
来
ず
、
駅
の
待
合

室
は
老
人
、
女
性
で
満
員
。
雪
の
降
る
中
で
、
屋
根
の
無
い
駅
前
広
場
で
約

千
人
の
中
学
生
は
立
っ
て
い
る
。
入
っ
て
来
る
米
軍
専
用
車
は
、
か
っ
て
の

一
等
車
で
、
一
輌
に
一
人
か
二
人
の
米
軍
人
、
そ
れ
ぞ
れ
数
名
の
パ
ン
パ
ン

を
引
連
れ
て
い
た
。
若
い
米
兵
が
、
列
車
内
で
も
ピ
ス
ト
ル
を
日
本
人
に
向

け
て
、
ゲ
ラ
ゲ
ラ
笑
っ
て
遊
ん
で
居
た
。
私
の
中
学
同
級
生
達
は
、
今
で
も

ア
メ
リ
カ
へ
は
遊
び
に
行
か
な
い
と
云
う
。 

終
戦
の
冬
、
但
馬
に
も
米
軍
が
数
十
名
や
っ
て
来
て
、
２
ケ
月
位
、
中
学

の
洋
風
会
館
に
滞
在
し
た
。
英
語
の
教
師
は
、
通
訳
に
駆
り
出
さ
れ
た
。
米

軍
か
ら
砂
糖
を
貰
わ
れ
て
、
隣
り
組
の
十
軒
程
に
、
盃
に
二
杯
ず
つ
配
ら
れ

た
と
、
後
で
聞
い
た
。 

 

Ａ
級
の
電
源
は
、
三
回
路
の
電
源
と
聞
い
て
感
心
し
た
の
だ
が
、
私
が
昭

和
三
十
五
年
捕
鯨
母
船
に
乗
っ
た
時
、
規
則
で
船
内
巡
視
が
あ
り
、
そ
れ
を

赤
道
付
近
で
し
て
く
れ
る
。
暑
い
の
な
ん
の
、
ウ
オ
ー
タ
ー
ク
ー
ラ
ー
は
お

湯
が
出
る
始
末
。
食
塩
錠
を
掌
に
盛
り
上
げ
て
、
ボ
リ
ボ
リ
か
じ
っ
て
い

る
。
通
風
筒
の
下
で
金
魚
み
た
い
に
、
口
を
パ
ク
パ
ク
し
て
外
の
空
気
を
吸

っ
て
い
る
。 

世
界
で
一
隻
の
、
タ
ー
ビ
ン
で
発
電
機
を
廻
し
、
モ
ー
タ
ー
で
ス
ク
リ
ュ

ー
を
廻
す
と
い
う
船
だ
っ
た
が
機
関
室
の
高
い
天
井
の
左
右
に
ド
ラ
ム
缶
大

の
物
が
あ
っ
た
。
何
か
と
尋
ね
る
と
、
非
常
用
の
発
電
機
で
す
。
あ
れ
を
使

う
時
は
船
が
沈
む
時
で
す
。
最
後
ま
で
電
気
を
送
る
た
め
に
、
両
側
の
天
井

に
付
け
て
あ
る
の
で
す
、
と
の
返
事
だ
っ
た
。 

東
日
本
大
震
災
の
原
発
事
故
も
、
電
源
が
切
れ
た
、
デ
イ
ー
ゼ
ル
発
電
機

が
、
掛
か
ら
な
か
っ
た
。 

電
源
が
一
番
も
二
番
も
三
番
も
切
れ
た
、
と
は
全
く
報
道
さ
れ
な
い
。
あ

の
後
す
ぐ
に
、
米
国
で
電
源
が
切
れ
た
が
、
即
、
自
動
的
に
、
デ
イ
ー
ゼ
ル

発
電
機
が
廻
り
、
事
な
き
を
得
た
、
と
い
う
報
道
が
あ
っ
た
。 

北
区
の
あ
た
り
の
水
道
は
柴
島
の
浄
水
場
か
ら
来
る
が
、
現
場
の
職
員

に
、
停
電
し
た
ら
ど
う
す
る
、
と
尋
ね
る
と
、
「
あ
ゝ
、
そ
ん
な
も
ん
、
デ



 

イ
ー
ゼ
ル
廻
す
か
ら
ど
う
も
な
い
」
「
す
ぐ
に
か
か
る
か
」
「
規
則
で
は
週

に
一
回
、
掛
け
る
事
に
な
っ
て
る
が
、
ウ
チ
は
一
日
置
き
に
や
っ
て
い
る
」

「
偉
い
な
あ
、
そ
れ
で
燃
料
は
何
日
分
」
「
二
日
分
や
」
「
な
ん
で
二
日
分

や
、
巨
大
地
震
で
、
送
電
線
の
タ
ワ
ー
は
倒
れ
る
し
、
道
路
が
こ
わ
れ
て
、

修
理
の
重
機
も
来
ら
れ
な
い
し
と
な
る
の
に
、
な
ん
で
二
日
分
や
」
「
そ
れ

以
上
、
置
く
と
消
防
法
に
ひ
っ
か
ゝ
る
ん
や
」
「
よ
く
云
う
わ
、
昔
の
沈
殿

式
の
プ
ー
ル
は
無
く
な
っ
て
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
野
球
場
に
し
て
る
や
な
い

か
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
地
下
タ
ン
ク
の
十
や
二
十
位
、
す
ぐ
に
地
下
に

置
け
る
や
ろ
」
大
阪
市
は
、
こ
う
い
う
事
で
す
。
こ
れ
を
聞
い
て
か
ら
、
患

者
さ
ん
に
は
、
水
の
備
蓄
を
、
す
ゝ
め
て
居
り
ま
す
。 


